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＜はじめに＞ 

 

信濃川はかつて度重なる水害によって越後平野に壊滅的な被害を与えてきました。その

ため、増水した水の一部を越後平野に入る前に日本海へ流し、洪水被害をなくすことを目

的に、大河津分水路が造られました。大河津分水路は大正 11 年（1922 年）に通水し、以

後 90年以上にわたり越後平野を水害から守り続けています。 

しかし、大河津分水路の河口に位置する山地部は狭窄部であり、洪水を安全に流下させ

るための河積が不足しています。このため、戦後最大規模の洪水が流下した場合、計画高

水位を超過する区間は、信濃川本川上流の蔵王橋付近まで及び、堤防決壊等に対する危険

度が高まります。このように、大河津分水路の抜本的対策が急務となっていることから、

平成 27年度に大河津分水路の改修に着手しました。 

大河津分水路の改修にあたっては、人工河川ではあるものの、工事の規模等を考慮し、

この 90 数年間に形成された自然環境を十分把握するための周辺環境調査を実施し、環境

に配慮しながら事業を進めることが必要であると考えています。 

このたび、大河津分水路の改修事業の実施における環境影響検討結果と環境の保全のた

めの措置をとりまとめた「大河津分水路の改修事業 環境保全への取り組み」を作成し、

公表することとしました。なお、山地部等の掘削に伴い発生する土砂の運搬計画について

は現在検討中であり、今後計画が決まり次第、調査、予測を実施し、本資料の追補資料と

してとりまとめ、公表していく予定です。 
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